
A Moment with

Books
―  忙しい日々に、気づきとやすらぎを  ―
日々のあわただしさの中でも、ホッとひと息つける
「本」の時間。仕事に役立つ知恵から、心を整える
物語まで。とっておきの一冊をご紹介します。

『医師1年目になる君たちへ　誰も教えてくれない
些細で、とても大切なこと』
山本 健人／羊土社

リアルな現場を生き抜くための必読書。
「一生モノ」の知恵を手に入れよう。

『ヴァイタル・サイン』
南 杏子／小学館文庫

「これ、自分のことだ」――。
 現役医師が描く、命の現場の圧倒的な
リアリティ。

『心をととのえるスヌーピー』
チャールズ・M・シュルツ　著
訳：谷川 俊太郎、監修：枡野 俊明／光文社

つい自分を後回しにしてしまうあなたへ。
張り詰めた心に静かな余白をくれる、
禅の教え。

生と死の境界で揺れる人々の、綺麗事だけではない葛藤を、現役医師が
リアルに描きます。読み進めるほど「これは自分のことだ」と心臓が跳ねます。
忙しさで麻痺した心が、そっとほどけていく時間を味わってほしいです。

研修医が直面する「誰も教えてくれない必須知識」を凝縮した一冊。紹介状
の書き方から SNS、キャリアまで、医療現場で誠実に働くための指針が
詰まっています。読み進めるほど自分の原点を思い出させてくれます。

スヌーピーたちの何気ない一言と、深く静かな「禅」の言葉。その意外なまで
の調和に、強張っていた心がふっと軽くなるはず。完璧じゃなくていい、今の
ままでいい。自分を慈しむ、温かな「ととのう」時間を届けてくれます。

最近は「ロボット麻酔」（自動麻酔システ
ム）の運用にも携わっています。患者さん
のデータをもとにロボットが麻酔薬の投
与量を調整し、術中の維持をサポートして
くれるシステムで、現時点では国内の導
入施設はまだ十数施設ほど。

実習や研修を経る中で、特定の臓器だけ
でなく患者さんの全身状態を診られるこ
と、自分が選んだ薬の効果が術中にすぐ
返ってくる麻酔科の仕事が自分に向いて
いると感じたんです。

「安全であって当たり前」の世界ではあり
ますが、自分が思い描いた通りの麻酔管
理ができ、患者さんが痛みなくスムーズに
覚醒できたとき、大きな達成感を覚えます。

映画や美術館巡りで頭を切り替えていま
す。仕事とはまったく別の刺激が、いい気
分転換になっています。

東京慈恵会医科大学 西部医療センター
麻酔部 医師　蓮沼 潤さん（2020年入局）
■主な業務内容は？

■なぜ麻酔科医の道へ？

■仕事のやりがいは？

■休日の過ごし方は？

仕事のミカタ！
「職場の仲間」
手術と手術の合間、スタッフルームで仲間
と交わすたわいのない話が、何よりのスト
レス解消です。困ったことや反省もサラッ
とシェアできる風通しのよさが、今の自分
を支えてくれています。

現在は当センターの購入管理担当主任を
務めつつ、1日の大半は抗がん剤の調製
（ミキシング）を中心とした注射薬の調剤
に当てています。

化学が好きで応用化学を考えていたの
が、気づいたら薬学志望になっていました
（笑）。後悔はまったくないですよ。18年続
けて、そう言えるのが答えです。

AIや機械化の進展で、薬剤師の役割は物
の管理から「対人」「チーム内でのタスク
シェア」へと移行する転換期を迎えます。
現場スタッフがうまくシフトできる環境を
整えることが、今の自分に課せられた
役割だと感じています。

庭や実家の畑で家庭菜園をしています。
今年はレモンやブルーベリーなど果物も
増やしました。ドライブも好きで、妻や互いの
両親と旅行に出かけるのが大切な時間です。

東京慈恵会医科大学 西部医療センター
薬剤部 薬剤師　行川 洋平さん（2008年入局）
■主な業務内容は？

■なぜ薬剤師の道へ？ ■今後の展望は？

■休日の過ごし方は？

「チョコレート菓子」
もう少し頑張りたい
とき、手に取るのが
チョコレート菓子。
後輩とのコミュニ
ケーションにも役立
ちますよ。

仕事のミカタ！

～チーム医療の担
い手たち～

Medical WorksMedical Works
～チーム医療の担

い手たち～

Vol.001 その他エピソードはWebで公開中！

医療現場をさまざまな技術や立場で支える
プロフェッショナルたち。手術室で患者さんの
全身を守る麻酔科医、病院のチームを縁の下
から支える薬剤師。仕事への想い、将来の展望
からプライベートまで、お話を伺いました。
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